
















本
学
園
の
創
立
は
、
従
来
明
治
十
九
年
九
月
、
曹
洞
宗
専
門
支
校
の
仙
台
に
設
置
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
と
い

わ
れ
、
ま
た
一
説
に
は
、
明
治
八
、
九
年
頃
と
も
称
さ
れ
て
い
た
が
、
今
次
調
査
の
結
果
、
明
治
八
年
と
い
う

こ
と
に
確
認
さ
れ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
創
立
正
に
百
年
に
な
り
、
一
世
紀
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
教
育
に
対
す
る
文
部
省
令
の
改
正
や
、
曹
洞
宗
教
育
令
の
制
定
な
ど
に
ょ
っ
て
、
専
門
支
校
は
廃

止
さ
れ
、
明
治
三
十
五
年
九
月
、
曹
洞
宗
第
二
中
学
林
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
時
は
仙
台
東
二
番
丁
に
創
立

さ
れ
た
が
、
明
治
四
十
一
年
南
鍛
冶
町
に
移
転
し
、
大
正
十
五
年
二
月
栴
檀
中
学
と
名
を
改
め
て
、
同
年
四
月

現
在
の
荒
巻
字
西
山
の
地
に
移
転
し
、
鋭
意
設
備
の
充
実
に
つ
と
め
た
が
、
惜
し
い
哉
、
昭
和
二
十
年
七
月
の

空
襲
に
遇
っ
て
、
校
舎
の
大
半
を
烏
有
に
帰
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
直
ち
に
再
建
の
道
が
講
じ
ら
れ
、
二
十
二
年
四
月
早
く
も
新
制
中
学
と
し
て
発
足
し
、
続
い

て
翌
年
新
制
高
等
学
校
の
設
立
認
可
を
う
げ
、
二
十
六
年
三
月
に
は
、
学
校
法
人
栴
檀
学
園
が
創
立
さ
れ
た
。

而
し
て
三
十
三
年
に
は
更
に
東
北
福
祉
短
期
大
学
が
、
三
十
七
年
に
は
今
の
東
北
福
祉
大
学
が
、
そ
れ
ぞ
れ
設

立
さ
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

乃
ち
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
お
け
る
当
事
者
の
経
営
上
の
菩
辛
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ

た
。
特
に
空
襲
に
よ
る
校
舎
の
焼
失
は
一
大
致
命
傷
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
関
係
者
の



賢
明
な
努
力
に
ょ
り
、
挫
折
す
る
こ
と
な
く
改
善
持
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
泡
に
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

殊
に
昨
今
は
、
一
般
人
の
大
学
教
育
に
対
す
る
関
心
が
た
か
ま
る
に
つ
れ
て
入
学
生
も
年
々
増
加
し
、
現
在

二
五
〇
〇
有
余
名
を
擬
し
て
、
福
祉
教
育
専
門
の
大
学
と
し
て
遜
色
な
き
ま
で
に
体
様
を
整
え
る
に
い
た
っ

た
。
現
在
学
科
は
社
会
福
祉
・
産
業
福
祉
・
社
会
教
育
・
福
祉
心
理
の
四
科
を
揃
え
て
い
る
が
、
明
年
よ
り
さ

ら
に
大
学
院
を
設
置
し
て
、
「
高
度
の
社
会
福
祉
の
研
究
」
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

た
だ
こ
こ
で
遺
憾
に
思
う
こ
と
は
、
本
学
園
は
曹
洞
宗
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
末
だ
建
学
の
精
神
に

基
ず
く
宗
教
々
青
の
徹
底
を
期
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
甚
だ
微
々
た
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
年
間
の
宗
教
的
諸
行
事
や
、
或
は
各
種
の
施
設
な
ど
を
通
じ
て
漸
次
学
生
の
宗
教
意
識
を
高
め
、
真
箇
の

社
会
福
祉
に
徹
し
た
従
事
者
を
養
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
建
設
し
た
講
堂
兼
体
育
館
(
福
環
殿
)
を

聖
徳
太
子
の
夢
殿
に
模
し
た
の
も
、
太
子
の
建
立
き
れ
た
四
箇
院
(
悲
田
・
癒
病
・
施
薬
・
敬
田
)

の
御
精
神

を
体
し
、
そ
の
教
団
院
に
該
当
さ
せ
た
い
気
持
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
我
宗
の
本
尊
た
る
釈
迦
牟
尼

仏
を
中
心
に
、
道
元
・
璧
山
両
禅
師
の
御
尊
像
を
奉
安
し
て
、
宗
門
の
根
本
的
性
格
を
明
か
に
し
、
本
学
の
福

祉
教
育
の
真
実
義
を
顕
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
向
後
は
、
こ
の
道
場
を
中
心
に
し
て
幾
多
の
宗
教
行
事

が
展
開
さ
れ
る
が
、
学
生
は
そ
の
都
度
法
雨
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
宗
教
的
信
念
の
培
養
に
資
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
、
固
く
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
栴
檀
学
園
高
等
学
校
教
頭
山
本
林
氏
の
編
纂
に
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
氏
に
は
公
務
多
端
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
余
暇
を
さ
い
て
史
料
の
蒐
集
に
つ
と
め
ら
れ
、
東
北
六
県
は
も
と
よ
り
、
遠
く
東
京
ま
で
も
幾



度
か
足
を
運
ん
で
、
或
は
曹
洞
宗
務
庁
に
、
或
は
駒
沢
大
学
図
書
館
に
、
そ
の
他
の
縁
故
者
に
つ
い
て
史
実
の

探
求
に
つ
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
史
料
の
蓼
々
た
る
中
に
、
こ
れ
だ
け
の
編
著
を
遂
行
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
容
易

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
惟
す
る
。
す
べ
て
は
予
の
委
嘱
に
対
す
る
氏
の
強
い
責
任
感
か
ら
達
成
さ
れ
た
も

の
で
、
氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
学
園
史
上
に
偉
大
な
足
跡
を
印
せ
ら
れ
た
も
の
と
信
ず
る
。
鼓
に
氏
の
道

誼
の
厚
き
に
対
し
、
心
か
ら
感
調
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

因
み
に
氏
の
こ
の
仕
事
に
対
し
、
史
料
の
提
供
そ
の
他
に
つ
い
て
御
協
力
た
ま
わ
っ
た
多
く
の
各
位
に
対
し

て
も
、
厚
く
礼
辞
を
捧
げ
、
そ
の
御
厚
意
を
深
く
感
楓
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
七
月
三
十
一
日

大

久

保

道

舟





序

章
一
、
学
園
の
環
境

二
、
排
仏
毀
釈
の
あ
と

三
、
曹
洞
宗
門
数
青
の
概
略

第
一
章

第
二
中
学
林
前
史

第
一
節

専
門
支
校
の
創
設

第
一
、
設
置
の
年
度

第
二
、
設
置
の
場
所

第
三
、
昌

伝

庵

第
四
、
専
門
支
校
の
学
課
表

第
五
、
校
則
の
概
要

第
六
、
学
課
表
の
改
正

第
七
、
試
験
規
程
の
改
正
`

第
二
節

小
学
林
の
頃

第
一
、
制

度

改

正

大

久

保

道

舟22 22 20 19 17 15 14 13 10 10



第
二
、
曹
洞
宗
教
育
の
方
針

第
三
、
曹
洞
宗
教
育
令

第
四
、
曹
洞
宗
務
曹
洞
宗
小
学
林
規
則

第
三
節

第
二
十
五
中
学
林
時
代

第
一
、
第
二
十
五
中
学
林
の
創
立

第
二
、
改
革
の
理
由

第
三
、
学
林
制
度
の
大
要

第
四
、
学
科
お
よ
び
そ
の
程
度

第
五
、
生
徒
の
服
装

第
六
、
年
徒

心

得

第
七
、
曹
洞
宗
中
学
林
設
置
規
則

第
八
、
第
二
十
五
中
学
林
の
校
舎

第
九
、
第
二
十
五
中
学
林
の
職
員

第
十
、
千
明
治
参
拾
四
、
五
両
隼
人
林
願
書
綴
』

41 40 39 38 38 37 33 32 30 30 30 24 23 22

第
二
章

第
二
中
学
林

-
そ
の
一
束
二
番
丁
時
代
-

第
一
節

第
三
次
教
育
制
度
改
定

第
一
、
教
育
制
度
改
良
案

第
二
、
四
箇
中
学
林
設
置
決
定
ま
で

第
三
、
曹
洞
宗
教
育
令

49 46 45 45



第
二
節

第
二
中
学
林
の
開
校

第
一
、
仮
教
場
で
授
業
開
始

第
二
、
仮

寄

宿

舎

第
三
教
場
の
新
築

第
四
、
本
林
敷
抱
お
よ
び
校
舎
坪
数

第
五
、
開
林
当
初
の
職
員
一
覧

第
三
節

校
舎
落
成
兼
開
林
式

第
一
、
落
成
莱
開
林
式

第
二
、
曹
洞
宗
第
二
中
学
林
開
林
式
の
歌

第
三
、
曹
洞
宗
第
二
学
区
私
立
教
育
会
設
立
の
計
画

第
四
節

教
友
会
の
誕
生

第
二
教
友
会
の
誕
生

第
二
、
教
友
会
の
活
動

第
三
、
教
友
会
の
収
支
結
第

第
五
節

教
友
会
雑
誌
の
発
行

第
一
、
『
教
友
会
雑
誌
』
発
刊

第
二
、
石
月
会
長
の
「
出
家
の
本
領
」

第
三
、
生
徒
の
抱
負
と
希
望

第
四
、
学

校

開

放

第
六
節

第
一
回
卒
業
式

77 77 73 72 69 69 66 62 60 60 59 58 54 54 53 52 51 50 50 50



第
七
節

日
露
戦
争
と
学
林

第
八
節

徴
兵
猶
予
認
定
問
題

第
九
節

学
林
生
活
の
瞥
見

第
一
、
服

装

第
二
、
釈
尊
降
誕
会

第
三
、
学
資
と
物
価

第
四
、
「
わ
が
寄
宿
室
」

87 86 85 84 84 82 79

第
三
章

第
二
中
学
林

-
そ
の
二

面
鍛
治
町
時
代

第
一
節

東
二
番
丁
か
ら
南
鍛
冶
町
へ

第
一
、
移
転
の
理
由

第
二
、
大
内
源
太
右
衛
門
氏
の
敷
地
寄
附

第
三
、
移
転
費
可
決

第
四
、
寄
宿
舎
新
築
と
校
舎
移
転

第
五
、
新

校

地

第
六
、
新
校
舎
と
新
寄
宿
舎

第
七
、
祝
賀
落
成
式

第
八
、
校

歌

成

る

第
九
、
校

旗

新

調

第
十
、
南
鍛
治
町
移
転
時
の
教
職
員

104 104 102 100 98 96 94 93 92 91 91



第
十
一
、
初
代
石
月
無
外
林
長

第
十
二
、
二
代
黒
木
林
長

第
二
節

教
学
財
団
と
大
内
氏

第
二
教
学
財
団
の
設
立

第
二
、
大
内
源
太
右
衛
門
氏
ど
中
る
入
l

第
三
節

第
二
中
学
林
学
則
の
制
定

第
一
、
制
定
改
正
に
よ
る
年
度
変
更

第
二
、
新
学
則
の
大
要

第
三
、
曹
洞
宗
第
二
中
学
林
生
徒
心
得

第
四
節

寄
宿
舎
の
一
目

第
五
節

国
事
舎
の
生
活

第
六
節

教
友
会
雑
誌
十
周
年
記
念
号

附

第
十
学
年
度
教
職
員
氏
名

第
七
節

時
世
の
推
移
と
学
校
(
大
正
前
半
ま
で
)

第
一
、
皇
太
子
殿
下
仙
台
に
行
啓

第
二
、
管
沢
修
己
先
生
逝
く

第
三
、
黒
木
林
長
転
任
、
横
尾
賢
宗
林
長
着
任

第
四
、
明
治
天
皇
春
情
回
向

第
五
、
第
一
次
世
界
大
戦

第
六
、
浜
田
知
事
の
視
察

127 127 126 126 125 125 125 1純122 119 116 耶118 112 112 110 109 1的108 106



第
七
、
即
位
の
大
礼
視
賀

第
八
、
ア
ー
ト
・
ス
ミ
ス

第
九
、
大
洞
良
雲
林
長
着
任

第
十
、
横
尾
賢
宗
林
長

付

大
正
中
期
の
職
員
一
覧

第
十
一
、
解

剖

供

養

第
十
三
再
び
降
誕
会
に
つ
い
て

第
三
、
図
書
室
の
設
置

第
八
節

時
世
の
推
移
と
学
校
(
大
正
後
半
)

第
一
、
生

徒

数

第
二
、
経
済
事
情
の
変
化

第
三
、
浜
田
教
諭
二
高
に
栄
転

第
四
、
軍
事
教
練
始
ま
る

第
五
、
大
洞
良
雲
林
長

第
六
、
南
鍛
冶
町
時
代
に
お
け
る
『
教
友
』
の
論
調

第
七
、
教
育
の
方
針

第
八
、
奉
仕
会
の
趣
旨

第
九
、
金
山
活
牛
林
長

第
九
節

再
度
の
災
禍

第
一
、
講

堂

炎

上

1仰149 148 146 1他141 140 138 工37 135 134 134 133 132 131 130 129 1鍋128 128



第
三
関
東
大
震
災

第
三
、
再
度
の
火
災

第
四
、
災
後
の
応
急
措
置

第
五
、
大
石
堅
童
林
長

第
六
、
寄
宿
舎
分
舎
の
設
置

第
十
節

教
友
会
の
活
動

第
二
文

芸

部

第
二
、
弁

論

部

第
三
、
剣
道
部
と
弓
道
部

第
四
、
柔

道

部

第
五
、
庭

球

部

第
六
、
ピ

ン

ポ

ン
部

170 1鮒1師1純163 162 162 161 160 157 1弱1粥

第
四
章

栴
檀
中
学
時
代

第
一
節

西

山

移

転
…
…
…
…
…
…
…
三

第
二
校
舎
移
転
の
大
計

第
二
、
移
転
の
経
費

第
三
、
校
舎
荒
巻
西
山
に
移
転

第
四
、
新
校
舎
の
概
況

第
五
、
落
成
式
並
に
開
校
二
十
五
周
年
記
念
式

第
六
、
同
窓
会
総
会

183 179 176 174 171 171 171



第
七
、
移
転
当
時
の
教
職
員

第
八
、
校
歌
の
待
望
と
新
校
歌

第
二
節

学
則
改
正
成
る

第
一
、
栴
檀
中
学
規
則

第
二
、
生

徒

心

得

第
三
、
寄
宿
舎
規
則

第
三
節
用
昭
和
初
年
の
諸
問
題

第
一
、
生
徒
数
そ
の
他

第
二
、
年
間
行
事
表

第
三
、
管
長
貫
首
の
来
校

第
四
、
御
大
喪
と
即
位
の
大
礼

第
五
、
御
真
影
揮
戴

第
六
、
創
立
三
十
周
年
話
念
式
典

第
七
、
異
学
財
団
の
設
立

第
八
、
棟
方
唯
一
校
長
退
任

第
四
節

教
友
会
の
活
動

第
一
、
教
友
会
の
予
算
決
算

第
二
、
弁

論

部

第
三
、
文

芸

部

第
四
、
栴
檀
中
学
校
一
年
生
勅
題
次
選
入
選
祝
賀
会

218 215 214 210 210∴207 206 網 201 201細197 195 195 191 189 187 187 185 183



第
五
、
剣

道

部

第
六
、
柔

道

部

第
七
、
庭

球

部

第
八
、
野

球

部

第
九
、
競

技

部

第
十
、
栴
檀
中
学
校
大
運
動
会

第
二
、
小
学
校
児
童
競
技
大
会

第
十
二
、
ラ
グ
ビ
ー
部

第
十
三
、
応
援
団
の
誕
生

第
五
節

目
校
部
と
林
間
学
校

第
一
、
日

枝

部

第
二
、
林

間

学

校

第
六
節

『
教
友
』
に
見
る
生
徒
の
時
局
観

第
七
節

経
済
事
情
の
変
化
と
学
校

第
八
節

施
設
の
充
実
と
経
営
問
題

第
一
、
緊

縮

予

算

第
三

予

算

明

示

第
三
、
番
精
舎
問
題

第
四
、
地
方
委
託
経
営
論

第
五
、
四
箇
中
学
廃
止
案

鐘3 252 248 鎚7∴鎚6∴鎚6 2的 241 238 236 236 281 230 2約 226 225 224 221 220 219



第
六
、
七
分
逓
減
法
と
自
給
自
足

第
七
、
宗
立
中
学
特
別
会
計
法

第
八
、
同
窓
会
よ
り
寄
宿
舎
そ
の
他
の
建
物
を
寄
附

第
九
節

時
局
の
急
進
展
と
学
校

第
一
、
軍
事
教
頴
の
強
化

第
二
、
国

策

協

力

第
三
、
ラ
ッ
パ
鼓
隊
の
編
成

第
四
、
時
局
下
の
教
員
組
織

第
五
、
根
本
教
諭
退
職

第
十
節

戦
時
下
の
思
想
対
策
と
訓
育

第
一
、
思
想
問
題
と
思
想
善
導

第
二
、
栴
檀
健
児
隊
の
活
躍

第
三
、
訓
育
上
の
諸
問
題

第
四
、
松

茸

禅

林

第
五
、
桜
井
肇
山
校
長

第
十
一
節

時
局
の
重
大
化
と
学
校

第
一
、
集
団
勤
労
と
食
糧
増
産

第
二
、
学
校
報
国
団
編
成

第
三
、
集
団
勤
労
報
国
隊

第
四
、
日

米

開

戦

298∴約5 綱 291 291網∴銃5 280 277 276 276 274 271 270 綱 263∴別的∴261錐0 醜
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第
五
、
繰
上
げ
卒
業

第
六
、
理
科
教
室
建
築

第
七
、
学

徒

動

員

第
八
、
阿
部
文
雄
校
長

第
十
二
筋

仙
台
空
襲
と
本
校
の
被
災

303 302 3胴 298 綱

第
五
章

栴
檀
学
園
高
等
学
校
時
代

1
昭
和
二
十
年
か
ら
現
在
ま
で

第
一
節

終

戦

直

後

第
一
、
被
災
の
あ
と

第
二
、
終

戦

第
三
、
逸
見
校
長
の
着
任

第
二
節

新
学
制
の
下
に

第
一
、
新
制
中
学
校

第
二
、
東
北
高
等
仏
教
学
院

第
三
、
新
制
高
等
学
校

第
三
節

戦

災

復

興

第
一
、
寄
宿
舎
建
設

第
二
、
新
校
舎
の
建
築

第
三
、
復
興
工
事
中
間
報
告

第
四
、
財
団
法
人
栴
檀
学
園

324 脚 318 817 317 311 310 網 309 309 308 307 807
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第
五
、
逸
見
梅
栄
校
長

第
四
節

復
興
へ
の
道

0

第
一
、
学
校
法
人
栴
檀
学
園

第
二
、
体
育
館
建
設
と
復
興
委
員
会

第
三
、
中
幡
義
堂
校
長

第
五
節

復
興
へ
の
通

日

第
一
、
理
科
教
室
の
建
築

第
二
、
双
葉
幼
稚
園
の
誕
生

第
三
、
根
本
先
生
七
回
忌

第
四
、
寄
宿
舎
及
び
法
堂
竣
工

第
五
、
重
要
語
事
一
束

第
六
、
柳
沢
学
園
長
と
金
山
竜
重
校
長

第
六
節

校

務

雑

録

第
一
、
当
時
の
学
費
な
ど

第
三
雲
板
寄
進
報
恩
供
養

第
三
、
父
母
教
師
会
の
結
成

第
四
、
林
間
学
校
閉
鎖

第
五
、
新
教
育
課
程
の
編
成

第
六
、
校

務

分

掌

第
七
、
長
髪
問
題
な
ど

綱 購 脱 網 357 356 綱 網 棚 脚 靴 純2 約7 縦 約5 細 網 327 327 鍋
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第
八
、
学
校
生
活
の
一
端

第
九
、
生

祷

会

第
七
節

復
興
へ
の
道

西

第
一
、
体
育
館
建
設
成
る

第
二
、
監
理
棟
建
築
と
棟
方
校
長
胸
像
除
幕
式

第
三
、
復
興
計
画
と
財
源
捻
出

第
八
節

大
学
附
属
高
等
学
校

第
丁
、
東
北
福
祉
大
学
附
属
高
等
学
校

ー
第
二
、
新
校
歌
発
表

第
三
、
仏
教
専
修
科

第
四
、
寄
宿
舎
の
火
事
騒
ぎ

第
五
、
商
業
科
併
設

第
六
、
阿
部
校
長
退
任

第
七
、
大
内
校
長
と
伊
藤
校
長

第
八
、
大
学
紛
争
の
中
で

第
九
、
朽
木
学
長
の
退
陣

第
九
節

近

事

往

来

第
二
大
久
保
学
長
着
任

第
二
、
男
女
共
学
制
と
校
名
変
更

第
三
、
法
堂
(
禅
堂
)
改
修
な
ど

406 403 403 403 400 鮒7 鋤5 鵬 391網 888 882 881 381 377 375 373 373 371網
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第
四
、
思
い
出
の
学
内
記
事

第
五
、
生
徒
の
減
少

第
六
、
広

報

宣

伝

第
七
、
訓
育
の
徹
底
化

第
八
、
中
学
校
招
待
柔
道
大
会

第
九
、
同
窓
会
名
簿

第
十
、
学
園
長
再
任

第
十
節

燈

火

消

ゆ

第
二
高
校
対
策
委
員
会
設
置
の
理
由

第
二
、
対
策
委
設
置

第
三
、
第
一
回
対
策
委
員
会

第
四
、
第
二
回
対
策
委
員
会

第
五
、
同
窓
会
役
員
会
の
同
意

第
六
、
高
校
父
母
教
師
会
臨
時
総
会

第
七
、
生
徒
募
集
停
止
に
つ
い
て
県
へ
報
告

第
八
、
高
校
廃
止
の
決
定

第
六
章

東
北
福
祉
大
学

第
一
節

大
学
建
設
構
想
の
由
来

第
二
節

東
北
社
会
事
業
学
校
併
設

第
三
節

東
北
福
祉
短
期
大
学

棚∴餓∴姻∴∴∴∴鵡7 鍋 鰯 鯛 鯛 427 鰯 鰯 鰯 422 生21軸 418 413 412 409
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第
二

短
期
大
学
設
置

第
二
、
東
北
福
祉
短
期
大
学
の
全
貌

第
三
、
短
大
専
攻
科
設
置

第
四
節

東
北
福
祉
大
学

第
一
、
第
一
号
建
築
と
財
源
措
置

第
二
、
四
年
制
大
学
の
実
現

第
三
、
東
北
福
祉
大
学
設
置
要
項

第
四
、
産
業
福
祉
科
増
設

第
五
、
大
学
紛
争
の
顛
末

第
五
節

大
学
の
拡
充

第
一
、
学

長

更

迭

第
二
、
社
会
教
育
学
科
増
設

第
三
、
仏
教
専
修
科
設
置

第
四
、
人

事

短

信

第
五
、
学
生
相
談
所
(
室
)
開
設

第
六
、
建
学
の
精
神
<
東
北
福
祉
大
学
通
信
発
刊
>

第
七
、
仏
教
社
会
福
祉
研
究
所
開
設

第
八
、
日
本
社
会
福
祉
学
会
第
二
〇
回
大
会

第
六
節

学
園
の
整
備
計
画

第
一
、
学
園
整
備
計
画
の
大
要

493 坐鵬∴492∴仰2 490 489∴購8 486 481 481 481 雄8 475 467 463 460 460 4弼∴4胡 地6
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第
二
、
新
校
舎
第
二
号
館

第
三
、
大
倉
運
動
場
整
備

第
四
、
図

書

館

第
七
節

学
園
の
発
展
と
将
来
の
展
望

第
二
社
会
教
育
学
科
の
定
員
増

第
二
、
社
会
福
祉
学
専
攻
科
設
置

第
三
、
福
祉
心
理
学
科
の
増
設

第
四
、
講
堂
兼
体
育
館
の
建
設

第
五
、
真
魂
を
入
れ
ん

第
六
、
学
園
の
現
在
と
将
来

第
七
、
大
学
の
教
員
組
織

栴
檀
学
園
史
年
表

519 514 512 511 507 502 500 鯛 的9 鮪 的6 的5

16

後

詰

山

本

林
…
‥
粥

附

録

一
、
東
北
福
祉
大
学
学
則

二
、
学
栴
檀
学
園
高
等
学
校
学
則

548 531


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































